


はじめに

　東日本大震災 3 年目の記念日を迎え、遅れがちの復興の中にも安部内閣による

多くの企画による発展が進行し、長年の経済的停滞を払拭し、新しい希望が生ま

れている。

　当財団も昨年以来適切な検診と事後指導の充実に力を入れ、特に生活習慣病や

がん検診など、住民の要望に応じた指導と検査・検診の意義の普及に努力した結果、

事業計画は順調に推移してきている。

　所内では、各種検診の多様化、高度化に対応するため、職員の研修に力を入れ、

また事務処理においても電算化の徹底により、結果報告の充実と迅速化を図った。

財政、経営基盤の強化は役職員一丸となって日々努力致しているところである。

　当財団は平成 25 年 4 月 1 日より一般財団法人に移行し、名称は「一般財団法人　

名古屋公衆医学研究所」となり、これを機会に一段の充実、発展を図ってきた。最初

の年度を終えるに当たり、業務成果の概要と、職員の研究成果、奉仕事業、海外途上

国検診支援事業の概要を紹介するために、ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲを発刊することと

なった。当財団の目的、内容、社会的貢献を知っていただければ幸いである。

平成 26 年 3 月

一般財団法人　名古屋公衆医学研究所

理 事 長　佐 藤  孝 道
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1. 役職員一覧
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一般財団法人  名古屋公衆医学研究所  評議員会名簿

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

石　黒　大　山

後　藤　文　男

菱　田　仁　士

菊　地　正　悟

小　池　　修

松　本　龍　夫

横　井　　眞

大　歳　邦　衛

三　輪　　健

東海テレビ放送株式会社 代表取締役会長

ダイコー化学工業株式会社 代表取締役会長

医師・医博
元藤田保健衛生大学病院病院長

医師・医博
愛知医科大学医学部教授

学識経験者
貿易代行手続及び関連翻訳業

医師
医療法人親和会松和病院病院長

医師・医博

元松竹富士株式会社 支社長

元テレビ愛知事業局長（総理事）

役 職 名 氏　　名 職　名　等



一般財団法人  名古屋公衆医学研究所  理事会名簿

理 事 長

専務理事

常務理事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

佐　藤　孝　道

平　松　龍太郎

野　口　昌　良

小　澤　和　郎

青　木　國　雄

新　美　達　司

高　山　建　一

今　村　　譲

早　川　慎　司

兼　岩　正　彦

高　羽　正　明

佐　藤　　温

高　木　政　義

岩　田　広　子

医師・医博
㈶名古屋公衆医学研究所理事長
㈶名古屋公衆医学研究所センター所長

㈶名古屋公衆医学研究所専務理事
三幸株式会社会長
（公益社）桑名市シルバー人材センター理事長

医師・医博
愛知医科大学名誉教授
㈶名古屋公衆医学研究所常務理事

医師・医博
元愛知県衛生部長

医師・医博
名古屋大学名誉教授
愛知県がんセンター名誉総長

医師・医博
愛知県健康福祉部保健指導医

㈶名古屋公衆医学研究所

㈶名古屋公衆医学研究所
業務部長

㈶名古屋公衆医学研究所
検査検診部長

㈶名古屋公衆医学研究所
車輌管理部長兼診療放射線部長

㈶名古屋公衆医学研究所
開発業務部長

医師・医博
㈶名古屋公衆医学研究所検診センター副所長
管理部長
佐藤あつしクリニック院長

公認会計士
高木政義事務所所長

公認会計士
岩田広子事務所所長

役 職 名 氏　　名 職　名　等

1. 役職員一覧
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一般財団法人  名古屋公衆医学研究所
研究助成事業審査専門委員名簿

役 職 名 氏　　名 職　名　等

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

青　山　光　子

豊　嶋　英　明

菱　田　仁　士

森　脇　久　隆

菊　地　正　悟

駒　田　美　弘

浅　井　正　樹

医師・医博
名古屋市立大学名誉教授

医師・医博
名古屋大学名誉教授

医師・医博
藤田保健衛生大学名誉教授

医師・医博
岐阜大学大学院
医学系研究科消化器病態学教授
医師・医博
愛知医科大学医学部
公衆衛生学講座教授
医師・医博
三重大学大学院
医学系研究科長　医学部長

臨床検査技師
中部大学生命健康科学研究所教授

一般財団法人  名古屋公衆医学研究所
学術指導委員名簿

野　田　　定

越　川　　卓

吉　見　直　己

郡　上　克　己

氏　　名 職　　名　　等

医師・医博
大阪がん循環器病予防センター名誉部長

医師・医博
愛知県立看護大学教授（病態学）

医師・医博
琉球大学医学部医学科教授（腫瘍病理学）

放射線技師
愛知医科大学付属病院放射線部

備　　考

細胞診に関する指導及び助言
（愛知県細胞診制度管理委員）

細胞診に関する指導及び助言
（細胞診学会理事）

細胞診に関する指導及び助言
（細胞診学会評議員）

超音波検査に関する指導及び助言
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胸部Ｘ線判定者数

男

女

合　計

　

34，139

28，423

62，562

総受診者数

258

205

463

要精検者数

115

83

198

要精検受診者数

2

2

4

肺がん

単位（人）

胃部Ｘ線判定者数

男

女

合　計

　

12，406

8，494

20，900

総受診者数

829

461

1，290

要精検者数

228

149

377

要精検受診者数

3

1

4

胃がん

単位（人）

便潜血総合判定者数

男

女

合　計

　

16，988

15，214

32，202

総受診者数

1，028

750

1，778

要精検者数

296

222

518

要精検受診者数

14

3

17

大腸がん

単位（人）

2. 業務実績

平成24年度　業務実績
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（総判）前立腺がん判定者数

男

女

合　計

　

6，143

6，143

総受診者数

282

282

要精検者数

80

80

要精検受診者数

20

20

前立腺がん

単位（人）

乳房総合・マンモグラフィ・乳房エコー判定者数

男

女

合　計

　

36，937

36，937

総受診者数

1，591

869（乳房総合）
652（マンモグラフィ）
70（乳房エコー）

要精検者数

369

369

要精検受診者数

19

19

乳がん

単位（人）

子宮癌細胞診判定者数

男

女

合　計

　

9，973

9，973

総受診者数

206

206

要精検者数

83

83

要精検受診者数

2

2

肺がん

単位（人）
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3. 職員研究実績
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自治体乳癌出張集団検診の現状とマンモグラフィ単独検診の提案
第22回学術総会／プレジデンシャルシンポジウム2

鶴賀信篤
第22回日本乳癌検診学会学術総会報告
2012年11月9日（金）～10日（土）
沖縄コンベンションセンター
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　愛知乳癌検診研究会の平成 22年度の資料で，視触診
の要精検率は 0～ 4.5％と範囲が広い。マンモグラフィ
の要精検率は 3.7 ～ 7.4％で，視触診に比較して，5％前
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【はじめに】

【結果】

4. 奉仕事業

①平成24年度　奉仕事業：知的障害者授産施設
角谷　康代

実施施設　　社会福祉法人きまもり会
知的障害者授産施設「愛歩（あゆみ）」
健 診 日　　平成25年2月28日
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②名古屋公衆医学研究所における愛知医科大学医学部３学年次社会医学実習
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5. 海外医技術協力事業

平成24年度　海外医技術協力事業
ラオス・日本医療技術協力（ラオス研修生受け入れ）
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発表論文
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 編集後記
　一般公益法人名古屋公衆医学研究所が発
足し、所内業務も軌道に乗ったので、新しい
NEWSLETTERの発刊が企画され、構想
を練った。しかし時間的に問題があり、本年
度は、所内情報を中心に紹介することとなっ
た。役員構成、業務報告、研究事業報告、
奉仕事業、海外医技術協力事業である。所
内関連として北澤氏の超音波検査士認定をお
祝いし、認定証を載せた。今年度からは委
員会を設けて企画刊行したい。なお、この編
集には青木理事の協力を得た。（高山建一）

職員資格認定
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